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2009(H21)年12月17日

未来事後評価用資料

公開

報告内容

Ⅰ．事業の位置付け・必要性について （NEDO 山本）

Ⅱ 研究開発マネジメントについて （NEDO 山本）Ⅱ．研究開発マネジメントについて （NEDO 山本）

Ⅲ．研究開発成果について （PL 山口）

Ⅳ．実用化，事業化の見通しについて （PL 山口）
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未来事後評価用資料

公開Ⅰ．事業の位置付け・必要性について
上位施策の概要－上位施策の概要－

新エネルギー技術開発プログラム（経済産業省 2005年3月制定）

目的：新エネルギーは各種メリットが期待できる貴重なエネルギーであるが、現時点では出力の不安定や高コ
スト等の課題を抱えている このため当面は補完的 ネルギ と位置づけつつ スト低減や性能向上等のスト等の課題を抱えている。 このため当面は補完的エネルギーと位置づけつつ、コスト低減や性能向上等の
技術開発等について、産学官関係者が協力して戦略的に取り組むことにより、長期的にはエネルギー源の一翼
を担うことを目指した研究開発を実施する。

エネルギーイノベーションプログラム（経済産業省 2008年4月制定）

目的：資源に乏しい我が国が将来に渡り持続的発展を達成するためには、革新的なエネルギー技術の開発・導
入・普及によって、各国に先んじて次世代のエネルギー利用社会の構築に取り組んでいくことが不可欠であ
る。 エネルギー安全保障の確立や世界全体の温室ガスを2050年までに半減するという長期目標を達成するたる。 ネルギ 安全保障の確立や世界全体の温室ガスを2050年までに半減すると う長期目標を達成するた
め以下に政策の柱毎に目的を示す。
1-III 新エネルギー等の開発・導入促進：太陽光、風力、バイオマスなどの新エネルギーはエネルギー源の多

様化や地球温暖化対策の観点から重要である。しかし、現時点では経済性や出力安定性といった普及へ向けて
の課題が存在する。 そのため、これらの課題解決に向けた技術開発の推進及び新エネルギーの導入促進のたの課題が存在する。 そのため、 れらの課題解決に向けた技術開発の推進及び新 ネルギ の導入促進のた
めの関連施策の実施により、更なるエネルギーの普及を推進する。

環境安心イノベーションプログラム（経済産業省 2008年4月制定）

目的：資源制約を克服し 環境と調和した持続的な経済 社会の実現と 安全 安心な国民生活を実現するた目的：資源制約を克服し、環境と調和した持続的な経済・社会の実現と、安全・安心な国民生活を実現するた
め、革新的な技術開発や低炭素社会の構築等を通じた地球全体での温室効果ガスの排出削減、廃棄物の発生抑
制（ﾘﾃﾞｭｰｽ）､ （ﾘﾕｰｽ）､ （ﾘｻｲｸﾙ）推進による循環型社会の形成、バイオテクノロジーを活用した環境に優し

い製造プロセスや循環型産業システムの創造、化学物質のリスクの総合的な評価及びリスクを適切に管理する
社会システムの構築を推進する
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社会システムの構築を推進する。



未来事後評価用資料

公開Ⅰ．事業の位置付け・必要性について
背景／新 ネルギ 導入目標－背景／新エネルギー導入目標－

（原油換算 万ＫＬ）
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水力・地熱発電を加
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8.2% 7.7%えた再生可能エネル
ギーは、2030年度

の最大導入ケースで
は、一次エネルギー

内供給 を占

5.9%

570 563 631 562 679

1732 1931 1931 1931 1931

0

1000

2000

実績 努力継続ケース 最大導入ケース 努力継続ケース 最大導入ケース

2020年度 2030年度

2005年度

国内供給の11%を占
める。

2005年度 2020年度 2030年度

実績 努力継続ケース 最大導入ケース 努力継続ケース 最大導入ケース実績 努力継続ケ 最大導入ケ 努力継続ケ 最大導入ケ

太陽光発電 35 140 350 669 1300
風力発電 44 164 200 243 269
廃棄物発電＋バイオマス発電 252 476 393 338 494廃棄物発電＋バイオマス発電 252 476 393 338 494

バイオマス熱利用 142 290 330 300 423
その他 687 663 763 596 716
合計 1160 1733 2036 2146 3202
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合計 1160 1733 2036 2146 3202

（出典：2008/5月 総合資源エネルギー調査会「長期エネルギー需給見通し」）

未来事後評価用資料

公開Ⅰ．事業の位置付け・必要性について
ー関与の意義ー

6/128

関与の意義
Ｎ
Ｅ
Ｄ

関
与

エネルギー技術開発は長期間を要するとともに大規模投資を伴う一方で将来の不確実性が大きい
ことから、民間企業が持続的な取組を行うことは必ずしも容易ではない。

た 政府が 期を 据 た将来 技術進 方向性を 官 方が 方向性を共有すＤ
Ｏ
が

与
す
る
事

このため政府が長期を見据えた将来の技術進展の方向性を示し、官民双方がこの方向性を共有す
ることで、長期にわたり軸のぶれない取組の実施が可能となる。
（エネルギーイノベーションプログラムより）

事
の
意
義

太陽光発電はエネルギー･環境政策にとって重要な新エネルギー技術
普及に向けた早期の低コスト化技術が必要

長期的視野に立った技術開発戦略「太陽光発電ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ(PV2030)」に沿った技術開発

『太陽光発電システム未来技術研究開発』

長期的視野に立った技術開発戦略「太陽光発電ﾛ ﾄ ﾏｯﾌ (PV2030)」に沿った技術開発

『太陽光発電システム未来技術研究開発』
事業の目標
2020年における発電コスト14円／kWh（ﾓｼﾞｭｰﾙ製造ｺｽﾄ換算 75円/W）､2030年における発電コスト7円／
kWh （ﾓｼﾞｭｰﾙ製造ｺｽﾄ換算 50円/W）を達成するために、本研究開発終了時点における目標は、2020年にお
ける発電コスト目標達成に必要な要素技術の確立 2030年における発電コスト目標達成に資する要素技術

All right reserved by New Energy and  Industrial Technology Development Organization

ける発電コスト目標達成に必要な要素技術の確立、2030年における発電コスト目標達成に資する要素技術
の選択である。
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未来事後評価用資料

公開Ⅰ．事業の位置付け・必要性について
背 景／ＰＶ２０３０（＋）

2030年における発電コスト目標

2002 2007 2010 2020 20302017 2025 2050

－背 景／ＰＶ２０３０（＋）－

2020年における発電コスト目標達成に必要な要素技術の開発

達成に資する要素技術の選択

2004年
PV2030 発行

2002 2007 2010 2020 2030

～50円/kWh

2025 

30円/kWh

量産化適用期間を想定

した技術開発の前倒し

未来技術研究開発

BOS
長寿命化

電
コ
ス
ト

蓄電池付システム
システム大型化

結晶シリコン、薄膜シリ
コン、CIS系などの量産
体制の確立と性能向上

7円/kWh

発
電 23円/kWh

14円/kWh

超薄型/多接合化、
ヘテロ接合化など
による高性能化

技術の世代交代による

高性能化、低コスト化 新材料投入など

7円/kWh 未満
高性能化、低コスト化

の実現

新材料 ・新構造太陽電池

高性能化に向けた
技術革新

実現時期（開発完了） 2010年～2020年 2020年(2017年） 2030年(2025年） 2050年

発電 ト 家庭用電力並 業務用電力並 汎用電源並み 汎用電源未満発電コスト 家庭用電力並
23円/kWh程度

業務用電力並
14円/kWh程度

汎用電源並み
7円/kWh程度

汎用電源未満
7円/kWh未満

モジュール変換効率
（研究レベル）

実用モジュール16%
（研究セル20%）

実用モジュール20%
（研究セル25%）

実用モジュール25%
（研究セル30%）

超高効率モジュール
40% 

国内向生産量（GW/年) 0.5～1 2～3 6～12 25～35
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国内向生産量（GW/年) 0.5 1 2 3 6 12 25 35

国内向生産量（GW/年) ～1 ～3 30～35 ～300

市場規模（億円/年）
(太陽電池製造価格のみ）

2000億円/年 4500億円/年 2兆3500億円/年 16兆7500億円/年

未来事後評価用資料

公開Ⅰ．事業の位置付け・必要性について
背 景／ＰＶ２０３０（＋）－背 景／ＰＶ２０３０（＋）－

太陽電池モジュール変換効率目標（％）

太陽電池の種類 2010年 2020年 2030年

多結晶シリコン
太陽電池

16  (20) 19  (25) 22  (25)
太陽電池

薄膜シリコン
太陽電池

12  (15) 14  (18) 18  (20)

CIS系太陽電池 18  (19) 18  (25) 22  (25)

色素増感
太陽電池

6  (10) 10  (15) 15  (18)

有機系太陽電池 ‘---- 10  (12) 15  (15)

（かっこ内は太陽電池セルの変換効率目標）
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未来事後評価用資料

公開Ⅰ．事業の位置付け・必要性について
位置づけ

2001
(H13)

2002
(H14)

2003
(H15)

2004
(H16)

2005
(H17)

2006
(H18)

2007
(H19)

2008
(H20)

2009
(H21)

2010
(H22)

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

年
度

－位置づけ－

太陽光発電ｼｽﾃﾑ
実用化促進
技術開発

太陽光発電技術研究開発

太陽光発電システム
実用化加速技術開発

短
期
課
題

太陽光発電システム
普及加速技術開発

太陽光発電システム太陽光発電技術研究開発
先進太陽電池技術開発

(1)シリコン結晶系薄膜太陽電池
(2)CIS系薄膜太陽電池
(3)超高効率結晶化合物系太陽電池

中
長
期
課

太陽光発電システム
未来技術研究開発

２０２０～３０年に必要となる

太陽光発電システム
次世代高性能技術開発
（平成２２年度要求）

太陽光発電 導 を抜本的 加速(3)超高効率結晶化合物系太陽電池

革新的次世代太陽光発電システム
技術開発
(1)薄膜シリコン太陽電池
(2)ＣＩＳ系薄膜太陽電池

課
題

要素技術の確立と選択

(1)ＣＩＳ系薄膜太陽電池
(2)薄膜シリコン太陽電池
(3)色素増感太陽電池
(4)次世代超薄型ｼﾘ ﾝ太陽電池

太陽光発電の導入を抜本的に加速し、2020
年頃に現状の２０倍程度まで拡大するため
に不可欠な技術開発として、コスト低減と
高効率化の観点から、各種太陽電池の要素
技術、横断的材料開発及び周辺システム技
術等を開発

( ) 系薄膜 陽電
(3)色素増感太陽電池
(4) 結晶シリコン太陽電池
(5)その他太陽電池 (6)システム技術

共
通
課
題

(4)次世代超薄型ｼﾘｺﾝ太陽電池
(5)有機薄膜太陽電池
(6)次世代技術の探索

術等を開発

革新的太陽光発電技術研究開発
2050年にCO2排出量半減を実現するための画期的な太陽光発電技術

太陽光発電システム共通基盤技術研究開発太陽光発電システム共通基盤技術研究開発
題

超
長
期

All right reserved by New Energy and  Industrial Technology Development Organization

2050年にCO2排出量半減を実現するための画期的な太陽光発電技術
期
課
題 9/25

未来事後評価用資料
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未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
ー全体スケジュール・予算ー全体スケジュ ル 予算

研究開発予算（実績）の推移（単位：億円） 

年度 H18 H19 H20 H21 総額 

CIS 系薄膜太陽電池 8 2 2 4 1 6 1 6 13 7

開発項目分野 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 
① CIS 系薄膜太陽電池    ４件 ２件

中間評価
中間評価

CIS 系薄膜太陽電池 8.2 2.4 1.6 1.6 13.7 

薄膜シリコン太陽電池 11.9 9.6 1.9 2.0 25.4 

色素増感太陽電池 7.1 4.2 3.3 2.7 17.3 

次世代超薄型ｼﾘｺﾝ太陽電池 8.8 6.0 3.0 2.1 19.9 

有機薄膜太陽電池 2.8 1.9 1.2 1.1 7.0 

次世代技術の探索 7.3 4.2 1.5 1.3 14.3 

計 特別会計( 特高度化勘定) 46 0

②薄膜シリコン太陽電池 

 
   

③色素増感太陽電池 

 
   

④次世代超薄型シリコン太陽電池    

５件 

７件

６件 

２件

５件

３件 ４件
計 特別会計(石特高度化勘定) 46.0     

特別会計(需給勘定)  28.3 12.7 10.8 97.8 

 

 
⑤有機薄膜太陽電池 

 
   

 

⑥次世代技術の探索 

 

   

４件 

１１件

２件

２件

４件 
１件 100

テーマ数の合計 37 39 21 19 
 

35

40

次世代技術の探索 19.9

7

14.3

70

80

90

20

25

30

件
数

有機薄膜太陽電池

次世代超薄型シリコン太陽

電池

色素増感太陽電池

17.3

8 8
2.8
7.340

50

60

億
円

5

10

15 色素増感太陽電池

薄膜シリコン太陽電池

CIS系薄膜太陽電池
8 2

13.7

11.9

9.6
1 9 2

25.4
7.1

4.2

3.3 2.7

8.8

6

3 2.1

1.9

1.2 1.1

4.2

1.5 1.310

20

30
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0

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１

8.2
2.4 1.6 1.61.9 20

H18 H19 H20 H21 総額

未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
ー実施体制ー実施体制

25
H18の委託先数大学・

研究機関
企業 合計

大学・
研究機関

企業 合計
開発項目

分野

Ｈ１８の委託先数 Ｈ２１の委託先数

10

15

20

25研究機関 研究機関

CIS系薄膜
太陽電池

5 1 6 4 0 4

薄膜Si
太陽電池

2 4 6 2 2 4

0

5

10

CIS系 薄膜Ｓｉ 色素増感 超薄型Ｓｉ 有機薄膜 次世代探索

太陽電池
2 4 6 2 2 4

色素増感
太陽電池

7 8 15 4 7 11

超薄型Si 7 6 13 2 3 5 系 薄膜 色素増感 超薄型 有機薄膜 次世代探索

大学・研究機関 企業

20

25

H21の委託先数

薄
太陽電池

7 6 13 2 3 5

有機薄膜
太陽電池

4 3 7 2 2 4

次世代技

10

15

20次世代技
術の探索

14 6 20 6 1 7

委託先数
の合計

39 28 67 20 15 35

0

5

CIS系 薄膜Ｓｉ 色素増感 超薄型Ｓｉ 有機薄膜 次世代探索
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未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
ー実施体制 1/2ー実施体制 1/2

独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 

委 託
研究開発項目 ① 系薄膜太陽電池

経済産業省 特記なき委託先は 
Ｈ１８－Ｈ２１年度実施 

委 託
研究開発項目 ① ＣＩＳ系薄膜太陽電池 

アクティブソースによるCIGS太陽電池の高効率化技術研究開発 
東京工業大学 

大面積 CIGS 太陽電池の高性能化技術の研究開発→CIGS 太陽電池の高性能

化技術の研究開発 
(独)産業技術総合研究所、筑波大学、鹿児島大学 

光励起プロセスを応用した高効率CIGS薄膜太陽電池 青山学院大学

Ｈ１８－Ｈ１９実施 

セレン化／硫化法による CIS 系薄膜太陽電池の高効率化技術研究開発 
昭和シェル石油(株) 

研究開発項目 ② 薄膜シリコン太陽電池 高効率薄膜シリコン太陽電池の研究開発→高電圧型高効率薄膜シリコン太陽電池

の研究開発  (株)カネカ、他 

薄膜シリコン太陽電池の高生産性製造技術開発  三洋電機(株) 

高生産性フィルム基板薄膜シリコン太陽電池の研究開発 

富士電機アドバンストテクノロジー(株) 

大面積／高効率多接合薄膜シリコン太陽電池の高生産製膜技術開発→高電流型

高効率薄膜シリコン太陽電池の研究開発  三菱重工業(株) 

薄膜シリコン太陽電池の高効率化と高速堆積技術の研究開発→高電流型高効

率薄膜シリコン太陽電池の研究開発（ボトムセル） 

Ｈ１８－Ｈ１９実施 
共通テーマ

色素増感太陽電池の高発電量化技術の研究開発 (財)電力中央研究所

高耐久性色素増感太陽電池モジュールの研究開発 
東京理科大学、(株)フジクラ 

(独)産業技術総合研究所、名古屋大学、他

研究開発項目 ③ 色素増感太陽電池 

Ｈ１８－Ｈ１９実施 

色素増感太陽電池の高発電量化技術の研究開発  (財)電力中央研究所 

タンデム構造色素増感太陽電池の研究開発 
信州大学、コーア（株）、保土谷化学工業（株） 

高効率・集積型色素増感太陽電池モジュールの研究開発 
シャープ(株)、（独）産業技術総合研究所 

ナノ構造酸化亜鉛電析膜を用いる有機色素増感太陽電池の研究開発 
岐阜大学、(株)ケミクレア、(株)積水樹脂技術研究所

All right reserved by New Energy and  Industrial Technology Development Organization
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費用効果に秀でた高耐久色素増感太陽電池の研究開発 
大阪大学、東洋製罐（株）、関西パイプ工業（株） 

立体的多層構造を有するハイブリッド色素増感太陽電池の研究開発 
九州工業大学、新日鐵化学(株) 

未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
ー実施体制 2/2ー実施体制 2/2

新構造超薄型多結晶シリコン太陽電池の研究開発  京セラ（株） 

研究開発項目 ④ 次世代超薄型シリコン太陽電池 

ｎ型多結晶シリコン製造技術の研究開発  (株)第一機電 

Ｈ１８－Ｈ１９実施 

未来型超薄型多結晶シリコン太陽電池の研究開発 
三菱電機（株）、東京工業大学 

次世代超薄型多結晶シリコン太陽電池の研究開発 
シャープ（株）、東北大学、（株）日平トヤマ、岡山大学、PVTEC 

低コスト原料を使用したロバスト多結晶シリコン製造技術の研究開発 
豊田工業大学、九州大学、明治大学 

超薄型ヘテロ構造シリコン太陽電池の研究開発 
(独)産業技術総合研究所、トーヨーエイテック（株） 

Ｈ１８－Ｈ２０実施 

独 業 術総合 所、 株

タンデム型高効率・高耐久性有機薄膜太陽電池の研究開発 
（独）産業技術総合研究所、松下電工（株） 

超階層ナノ構造を有する高効率有機薄膜太陽電池の研究開発 
京都大学 新日本石油（株）

研究開発項目 ⑤ 有機薄膜太陽電池 

高耐久性を有する大面積有機薄膜太陽電池の研究開発 
金沢大学、小松精練（株） 

Ｈ１８－Ｈ１９実施 

京都大学、新日本石油（株） 

ネットワーク構造を有する高性能有機薄膜太陽電池の研究開発 
名古屋工業大学 

スクリーン印刷／焼結法を用いた非真空 CIS 太陽電池の製造技術開発 
龍谷大学、東京工業大学 

研究開発項目 ⑥ 次世代技術の探索 

Ｈ１８ Ｈ１９実施

超高効率多接合型太陽電池の研究開発 
シャープ(株)、大同特殊鋼(株)、大同メタル工業(株) 

超高効率太陽電池の研究開発（窒化インジウム系） 
福井大学、筑波大学、豊田工業大学 

同時蒸着法による超高品質 CZTS 光吸収層の研究開発 
長岡工業高等専門学校

革新的光吸収層を有する未来型薄膜シリコン太陽電池の研究開発→未来型

薄膜シリコン太陽電池の研究開発 

微結晶３Ｃ－ＳｉＣ薄膜を用いたヘテロ接合薄膜シリコン系太陽電池の研

究開発→微結晶３Ｃ－ＳｉＣ薄膜を用いた薄膜シリコン系太陽電池の研究

アモルファスシリコン／有機系タンデム太陽電池の研究開発  京セラ

（株） 東京大学

Ｈ１８－Ｈ１９実施 

長岡工業高等専門学校

ナノ構造光閉じ込め基板を用いた薄膜シリコン太陽電池の研究開発 
大阪大学 

（株）、東京大学 

瞬間熱処理法で作製した多結晶シリコン薄膜太陽電池の研究開発 
北陸先端科学技術大学院大学 

省資源・低環境負荷型太陽光発電システムの開発 
（独）産業技術総合研究所 

Ｈ１９－Ｈ２１実施 

施

Ｈ１８－Ｈ１９実施 
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陸 科 術 院

高耐久性プラスチック色素増感太陽電池の研究開発 
ペクセル・テクノロジーズ(株)、藤森工業（株） 

Si 融液からの LPE 成長法を用いた高効率太陽電池の研究開発 
東北大学 

触媒反応を利用したシリコンのスライシングおよび表面処理技術の研究開

発  大阪大学 

Ｈ１９－Ｈ２０実施 



未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
事業の目標ー事業の目標ー

事業の目標
2020年における発電コスト14円／kWh（ﾓｼﾞｭｰﾙ製造ｺｽﾄ換算 75円/W）､2030年における発電コスト7円／kWh
（ﾓｼﾞｭ ﾙ製造ｺｽﾄ換算 50円/W）を達成するために 本研究開発終了時点における目標は 2020年における発電コ（ﾓｼ ｭｰﾙ製造ｺｽﾄ換算 50円/W）を達成するために、本研究開発終了時点における目標は、2020年における発電コ
スト目標達成に必要な要素技術の確立、2030年における発電コスト目標達成に資する要素技術の選択である。

研究開発項目 最終年度における開発目標

CIS系薄膜太陽電池 (1)高効率化：ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ(10cm角程度)で変換効率18%、ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ(30cm 角程度)で変換効率16 %（H19で終了）
(2)軽量基板上形成：サブモジュール（10 cm 角程度）で変換効率16 %

薄膜シリコン
太陽電池

(1)高効率化：面積100 cm２のﾓｼﾞｭｰﾙで変換効率16 %（安定化効率）の実現。
面積1000 cm２のﾓｼﾞｭｰﾙで変換効率15 %（安定化効率）の実現。（H19で終了）

(2)生産性向上技術：下記①或いは②を目標。③については①或いは②と同時に達成すること。（H19で終了）

開
発

( ) 産性 技術 記①或 ② 標。③ ①或 ② 時 成す 。（ 終 ）
①微結晶シリコン薄膜において大面積4 m2、製膜速度2.5 nm/s 以上で単接合セル効率8 %以上かつ
効率分布が製膜領域全域にわたって10 %以下を得るための要素技術確立

②10 cm 角以上の基板において製膜速度10 nm/s 以上で微結晶シリコン単接合セルを製膜し、変換効率8 %以上かつ
効率分布が製膜領域全域にわたって10 %以下

③薄膜シリコンのエッチング速度20 nm/s 以上

目
標

色素増感太陽電池 (1)高効率化 ・セル変換効率15 %以上
(2)ﾓｼﾞｭｰﾙ化技術開発・耐久性向上 ・ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ(30cm 角程度)で変換効率8 %かつJIS規格C8938の環境試験・耐久
性試験（温湿度ｻｲｸﾙ試験、耐熱性試験、耐湿性試験、温度ｻｲｸﾙ試験、光照射試験）において相対効率低下10 %以下

次世代超薄型シリコ
太陽電池

研究開発期間３年目（H20）終了時までに以下の目標を実現したうえで、ﾓｼﾞｭｰﾙ製造工程の課題抽出と対応策の検
討を行う 多結晶シリコン太陽電池：厚さ100 μm 面積15 cm 角のセルにおいて変換効率18 %以上ン太陽電池 討を行う。・多結晶シリコン太陽電池：厚さ100 μm、面積15 cm 角のセルにおいて変換効率18 %以上

・単結晶シリコン太陽電池：厚さ100 μm、面積12.5 cm 角のセルにおいて変換効率21 %以上（H19で終了）

有機薄膜太陽電池 ・セル（面積1 cm２）変換効率7 %を実現する。
・初期変換効率７％のセルにおいて連続光照射下での大気暴露100 時間による相対効率低下10 %以下。

次世代技術の探索 ・２０１０年以降の太陽光発電研究開発において低価格・高性能・長寿命太陽光発電システム実現可能とする要素
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次世代技術の探索 ２０１０年以降の太陽光発電研究開発において低価格 高性能 長寿命太陽光発電システム実現可能とする要素
技術を開発する。

未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
ー目標設定の根拠１：CIS系薄膜太陽電池ー

30

目標設定の根拠１：CIS系薄膜太陽電池

29）超高効率太陽電池（次世代）
○3接合集光セルで40%

25
《H19(2007)中間目標》
○10cm角ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで15%
○30cm角ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで15%
○軽量基板上

PV2030による目標

セル

20

（
％
）

○軽量基板上
小面積セルで16%

ﾓｼﾞｭｰﾙ

研究開始時における面積100cm2

10

15

変
換

効
率

《H21(2009)最終目標》
○10cm角ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで18%
○30cm角ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで16%
○軽量基板上

10 角ｻﾌﾞﾓｼﾞ ﾙで16%

研究開 積
以上での世界最高効率
昭和シェル264cm2 11.5% (1998)

5

10 10cm角ｻﾌ ﾓｼ ｭｰﾙで16%

28）ｽｸﾘｰﾝ印刷/焼結法（次世代）
○基本ﾌﾟﾛｾｽの確立(8%)

29）超高効率太陽電池（次世代）

28）ｽｸﾘｰﾝ印刷/焼結法（次世代）
製造技術の開発(13%)

0

2000 2010 2020 2030

29）超高効率太陽電池（次世代）
○III-V-N系で5%
○窒化ｲﾝｼﾞｳﾑ系で3%

All right reserved by New Energy and  Industrial Technology Development Organization
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未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
ー目標設定の根拠2：薄膜ｼﾘｺﾝ太陽電池ー

25

目標設定の根拠2：薄膜ｼﾘｺﾝ太陽電池

《H21(2009)最終目標》
研究開始時における面積100cm2
以上での世界最高効率

20
セル

《 ( ) 標》
○製膜速度2.5nm/s  の10cm角ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで安定化効率16%（カネカ）

以上での世界最高効率
三洋電機100cm2 12% (1992)

《H19(2007)中間目標》
○1cm角セルで

15

率
（

％
）

PV2030による目標 ﾓｼﾞｭｰﾙ
33）微結晶3C-SiC薄膜
（次世代）
○9%（岐阜大）

安定化効率14%（カネカ）

10変
換

効
率

○製膜速度2.5nm/s 面積1cm23接合セルで安定化効率15%（産総研）

○ﾄｯﾌﾟｾﾙ i層製膜時 ○ﾄｯﾌﾟｾﾙ i層製膜時a-Siｼﾝｸﾞﾙｾﾙで10%（三菱重工）

5
○ 60cm角基板、製膜速度2.5nm/s 
の単接合セルで8%（三洋電機）

○ﾄｯﾌ ｾﾙ i層製膜時
a-Siｼﾝｸﾞﾙｾﾙで8%（三菱重工）

○ﾄｯﾌ ｾﾙ i層製膜時a Siｼﾝｸ ﾙｾﾙで10%（三菱重工）

33）微結晶3C-SiC薄膜（次世代）
○開放電圧1.54V以上、短絡電流14mA/cm2、
FF0.7以上を個々に達成（岐阜大）

0

2000 2010 2020 2030

○製膜速度2.5nm/s  の
幅10cmﾌｨﾙﾑ基板の

単接合セルで8%（富士電機）

All right reserved by New Energy and  Industrial Technology Development Organization

2000 2010 2020 2030

17/25

未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
ー目標設定の根拠3：色素増感太陽電池ー

25

目標設定の根拠3：色素増感太陽電池

《H21(2009)最終目標》

20

高効率化
○1cm2セルで15%の指針

セル○樹脂基材の1cm2セルで12%の指針

15

率
（

％
）

《H19(2007)中間目標》
○ 0 25cm2セルで12 5%（ｺ ｱ他）

PV2030による目標（色素増感）

10変
換

効
率 ○ 0.25cm2セルで12.5%（ｺｰｱ他） ﾓｼﾞｭｰﾙ

○10cm角ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで8%（ﾌｼﾞｸﾗ）

○1cm2セルで10%（ｹﾐｸﾚｱ）

5

○JIS耐久性試験で相対効率低下10%以下and

耐久性向上
○JIS耐久性試験で相対効率低下10%以下and

30cm角ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで8%以上
研究開始時における面積1cm2
以上での世界最高効率
オランダ2.36cm2 8.2% (2001)

0

2000 2010 2020 2030

○JIS耐久性試験で相対効率低下10%以下and
樹脂基材の10cm角ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで6%

○JIS耐久性試験で相対効率低下50%以下
and 25cm2ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで4%以上

○JIS耐久性試験で相対効率低下40%以下
and 樹脂基材の10cm角ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで3%
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未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
ー目標設定の根拠４：次世代超薄膜シリコン太陽電池ー

30

目標設定の根拠４：次世代超薄膜シリコン太陽電池

《H20(2008) 目標》
単結晶シリコン

単結晶シリコン

○ 厚さ100μ and 効率20% （産総研）

25
○ 厚さ100μ and

12.5cm角相当セルで21%

PV2030による目標（多結晶シリコン）

セル
《H19(2007)中間目標》
多結晶シリコン
○厚さ100μ and 10cm角相当
セルで18% （ｼｬｰﾌﾟ）

20

率
（

％
）

ﾓｼﾞｭｰﾙ○厚さ100μ and 15cm角相当
セルで17% （京セラ）

○厚さ120μ and

10

15

変
換

効
率 多結晶シリコン

○厚さ100μ and 
15cm角相当セルで18% 

37）ｼﾘｺﾝ融液からのLPE成長法（次世代）
○1cm2セルで15%（東北大）

○厚さ120μ and 
効率16%（産総研）

5

10

研究開始時における厚さ200μ以下
多結晶シリコンでの世界最高効率

○1cm2セルで15%（東北大）

0

2000 2010 2020 2030

多結晶シリコンでの世界最高効率
ドイツ138μ  18.1% (2005)
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未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
ー目標設定の根拠5：有機薄膜太陽電池ー

25

目標設定の根拠5：有機薄膜太陽電池

20

《H21(2009)最終目標》
35)ｱﾓﾙﾌｧｽｼﾘｺﾝ／有機系ﾀﾝﾃﾞﾑ太陽電池（次世代）
○JIS耐久性試験で相対効率低下10%以下and

10cm角ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで12%（東大・京セラ）
35)ｱﾓﾙﾌｧｽｼﾘｺﾝ／有機系ﾀﾝﾃﾞﾑ太陽電池（次世代）
○JIS耐久性試験で相対効率低下20%以下and

15

率
（

％
）

セル

○JIS耐久性試験で相対効率低下20%以下and
1cm角ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙで12%（東大・京セラ）

10変
換

効
率

《H19(2007)中間目標》
○ 0.25cm2セルで7%（新日石）

PV2030＋による目標

ﾓｼﾞｭｰﾙ

5

PV2030＋による目標

《H21(2009)最終目標》
○大気暴露100時間で相対効率降下

10%以下 and 1cm2セルで7%

研究開始時における世界最高効率
Konarka 0.142cm2 4.8% (2005)

0

2000 2010 2020 2030

○大気暴露10/24/48時間で相対効率降下10%以下
and 1cm2セルで5%

（小松精練・金沢大/名工大/松下電工・産総研）
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未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
H19採択分 中間テーマ評価 委員

H21.7月PLの指導

≪実施方針≫

PL主催による進捗報告会を

定期的に開催し、委託先から

2020～
実用化

H19採択分 中間テ マ評価 委員

高橋 清 東工大 名誉教授

工藤 一浩 千葉大 教授

冬木 隆 奈良先端科学技術大学
院大学 教授

「事後評価が早まる
ことを考慮し、目標到達度
を早めに判定、達成の道筋を
明確化すること」

’09/6

定期的に開催し、委託先から

進捗状況や目標到達の可能性

を報告、討論によって問題点を

洗い出し、PLが指導、推進する。
テーマ継続判定

太陽光発電技術委員会にて

H20.8月PLの指導
「次世代超薄型 Si太陽電池は優秀な
成果を出しており、3年で終了せず
あと一年継続すべき」

H19.5月PLの指導
「中間目標で見極めが
あるため、最終目標が
不明確なテーマあり、
NEDOと協議し明確化

進捗報告会

ﾌﾟﾛｼﾞ ｸﾄﾘ ﾀﾞ 山口 真史 豊田工業大学テーマ継続判定

’08/1
太陽光発電技術委員会

書類審査

’07/12
H18採択分 中間テーマ評価 委員

高橋 清 東工大 名誉教授

半那 純一 東工大 教授

太陽光発電技術委員会にて
H22以降の技術開発の
進め方について審議

NEDOと協議し明確化
のこと」

ﾌ ﾛｼ ｪｸﾄﾘｰﾀ ｰ 山口 真史 豊田工業大学

CIS議長 和田 隆博 龍谷大学

薄膜Si議長 小長井 誠 東京工業大学

薄膜Si議長 中田 時夫 青山学院大学

色素・有機議長 荒川 裕徳 東京理科大学

’08/1

テ マ継続判定
太陽光発電技術委員会

書類審査

’07/12

藤岡 洋 東京大 教授

H18 採択審査委員会

太陽光発電技術委員会
にて追加公募結果及び

H20の技術開発の
進め方について審議

太陽光発電技術
委員会にてH20の
技術開発の進め方

について審議

’07/5

色素・有機議長 荒川 裕徳 東京理科大学

副議長 吉川 暹 京都大学

超薄型Si議長 （山口真史） （豊田工業大学）

報告会 開催数

追加公募
締切

’07/6

高橋 清 東工大 名誉教授

西野 種夫 神戸大 名誉教授

冬木 隆 奈良先端科学技術大学院
大学 教授

松波 弘之 科学技術振興機構研究成

太陽光発電技術委員会にてH19の
技術開発の進め方について審議

’05/7&11
(H17)

’06/2
(H18) ’06/5

’06/6

委託先
公募終了 名称

報告会 開催数

2006
(H18FY)

2007
(H19FY)

2008
(H20FY)

2009
(H21FY)

技術分科会→進捗報告会

（各4分野それぞれで開催）
1 3 3 2

’06/7

松波 弘之 科学技術振興機構研究成
果活用ﾌﾟﾗｻﾞ京都館長 H19 採択審査委員会

高橋 清 東工大 名誉教授

工藤 一浩 千葉大 教授

秀 一郎 ｴｱ･ｳｵﾀｰ(株)室長
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太陽光発電技術委員会にて
H18以降の技術開発の
進め方について審議

成果報告会 1 1 1 1

太陽光発電技術委員会にて
H18基本計画・実施方針

について審議
21/25

秀 郎

藤岡 洋 東京大 教授

益永 茂樹 横浜国大 教授

未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
情勢変化 中間評価への対応１－情勢変化、中間評価への対応１－

実用化開発段階と
判断され「実用化
促進」に移行

中間評価

2) ｾﾚﾝ化／硫化法によるCIS系薄膜太陽電池の高効率化

3) 大面積CIGS太陽電池の高性能化

ｸ ﾞ よる 太陽電池 高効率化

4) 光励起ﾌﾟﾛｾｽを応用した高効率CIGS薄膜太陽電池 ﾚｰｻﾞｰ結晶化のｻﾌﾞﾃｰﾏは終了、
目標を4cm角の軽量化基板に絞る

（イ）
CIS系薄膜
太陽電池

他機関の研究との
重複で継続なし

1) ｱｸﾃｨﾌﾞｿｰｽによるCIGS太陽電池の高効率化 目標を4cm角の軽量化基板に絞る
陽

開発ｽﾃｰｼﾞで
選別、集中重複 継続なし 選別、集中

実用化開発段階と判断され
「実用化促進」に移行中間評価

（ロ） 8) 高生産性ﾌｨﾙﾑ基板薄膜ｼﾘｺﾝ太陽電池

5) 薄膜ｼﾘｺﾝ太陽電池の高生産性製造技術

条件：高効率化は継続、大面積は
実用化段階にあり 継続しない

薄膜ｼﾘｺﾝ
太陽電池 1) ｱｸﾃｨﾌﾞｿｰｽによるCIGS太陽電池の高効率化

7) 大面積／高効率多接合薄膜ｼﾘｺﾝ太陽電池の高生産性製膜製造技術

9)薄膜ｼﾘｺﾝ太陽電池の高効率化と高速堆積技術

6) 高効率薄膜ｼﾘｺﾝ太陽電池

実用化段階にあり、継続しない。

条件：高効率化は高電圧型３接合で行う

条件：高効率化は継続、ﾏｲｸﾛ波ﾌﾟﾗｽﾞﾏは
で継続しない。
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で継続しない。



未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
情勢変化 中間評価への対応２－情勢変化、中間評価への対応２－

10) 高耐久性色素増感太陽電池モジュール

11) 高効率・集積型色素増感太陽電池モジュール 条件：研究協力体制見直し

（ハ）
色素増感
太陽電池

14) 立体的多層構造を有するﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ色素増感太陽電池

タ デム構造色素増感太陽電池

15) 費用効果に秀でた高耐久色素増感太陽電池

13) ナノ構造酸化亜鉛電析膜を用いる有機色素増感太陽電池

条件：研究協力体制見直し
陽

ｻﾌﾞﾃｰﾏ単位

16) タンデム構造色素増感太陽電池

12) 色素増感太陽電池の高発電量化技術

一定の成果が得られ、以後
の取組の必要性は低い

増感色素・ホール伝導系の開発は継続せず

継続せず
での選別

継続せず

ﾜｲﾔｰｿｰｽﾗｲｽは実用化

開発段階と判断され
「 促進

ほぼ最終目標レベルにある

（ニ）

次世代超

「実用化促進」に移行
21) N型多結晶ｼﾘｺﾝ製造技術

18) 未来型超薄型多結晶ｼﾘｺﾝ太陽電池 条件：東北大のﾃﾞﾝﾄﾞﾗｲﾄ基板評価を追加

20) 次世代超薄型多結晶ｼﾘｺﾝ太陽電池 条件：他を切り離しｾﾙ･ﾓｼﾞｭｰﾙﾌﾟﾛｾｽを継続次世代超
薄型ｼﾘｺﾝ
太陽電池

22) 低ｺｽﾄ原料を使用したﾛﾊｽﾄ多結晶ｼﾘｺﾝ製造技術

17) 新構造超薄型多結晶ｼﾘｺﾝ太陽電池

19) 超薄型ヘテロ構造ｼﾘｺﾝ太陽電池

放電加工スライスの開発は継続せず

条件：東北大のﾃﾞﾝﾄﾞﾗｲﾄ基板評価を追加

条件：他を切り離し多結晶ｾﾙを継続
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放電加工スライスの開発は継続せず

プラズマスライス開発は継続せず
継続せず

未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
情勢変化 中間評価への対応３－情勢変化、中間評価への対応３－

（ホ）

有機薄膜

23) タンデム型高効率・高耐久性有機薄膜構太陽電池

26) 超階層ナノ構造を有する高効率有機薄膜太陽電池

有機薄膜
太陽電池

選択と集中

25) ﾈｯﾄﾜｰｸ構造を有する高性能有機薄膜太陽電池

24) 高耐久性を有する大面積有機薄膜太陽電池

)

選択と集中
（ﾃｰﾏの絞り込み）継続せず

28) ｽｸﾘｰﾝ印刷／焼結法を用いた非真空CIS太陽電池の製造技術28) ｽｸﾘ ﾝ印刷／焼結法を用いた非真空CIS太陽電池の製造技術

35) アモルファスシリコン／有機系タンデム太陽電池

31) 革新的光吸収層を有する未来型薄膜ｼﾘｺﾝ太陽電池

33) 微結晶3C-SiC薄膜を用いたﾍﾃﾛ接合薄膜ｼﾘｺﾝ系太陽電池

条件：ﾃｰﾏを絞る

条件：ﾃｰﾏを絞る

（ヘ）
次世代
技術の

38) 省資源・低環境負荷型太陽光発電システム

) ア ル ァ シリ ン 有機系タンデ 太陽電池

条件：ﾃｰﾏを絞り最終目標変更

39) 触媒反応を利用したｼﾘｺﾝのｽﾗｲｼﾝｸﾞおよび表面処理技術

32) ナノ構造光閉じ込め基板を用いら薄膜ｼﾘｺﾝ太陽電池

34) 瞬間熱処理法で作成した多結晶ｼﾘ ﾝ薄膜太陽電池
技術レベル未達で継続せず技術の

探索
30) 同時蒸着法による超高品質CZTS光吸収層

36) 高耐久性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ色素増感太陽電池

34) 瞬間熱処理法で作成した多結晶ｼﾘｺﾝ薄膜太陽電池

37) Si融液からのLPE成長法を用いた高効率太陽電池

技術レ ル未達で継続せず
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27) 超高効率多接合太陽電池

29) 超高効率太陽電池

長期的分野のため 「革新的太陽光発電技術研究開発」に引継ぎ

継続せず



未来事後評価用資料

公開Ⅱ．研究開発マネジメントについて
情勢変化 中間評価への対応４－情勢変化、中間評価への対応４－

 

研究開発項

評価対象 継続 継続なし  

継続な 理由字 契研究開発項目 継続なし理由数字はテーマ数（）内は契約数

(イ) CIS 系薄膜太陽電池 4 (6) 2 (4) 2 (2) １件は実用化、１件は他と重複 

(ロ) 薄膜シリコン 

太陽電池

5 (6) 3 (3) 3 (3) ２件は実用化、１件はﾚﾍﾞﾙ未達 

太陽電池 
(ハ) 色素増感太陽電池 7 (16) 5 (10) 3 (6) 1 件はｽｷｰﾑ外、2 件はﾚﾍﾞﾙ未達 

(ニ) 次世代超薄型 

シリコン太陽電池 
6 (13) 4 (5) 5 (8) １件は最終ﾚﾍﾞﾙ､１件は実用化、

３件はﾚﾍﾞﾙ未達 

(ホ) 有機薄膜太陽電池 4 (7) 2 (4) 2 (3) ２件ともﾚﾍﾞﾙ未達 

(ヘ) 次世代技術の探索 13 (20) 5 (7) 8 (13) ２件は超長期、６件はﾚﾍﾞﾙ未達 

計 39 (68) 21 (33) 23 (35)  

 

全３９テーマのうち、

実用化促進技術開発（別ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）
に移行したのは４テ マに移行したのは４テーマ、

革新的太陽光発電技術研究開発（別
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）に移行したのは２テーマ

完全に継続しなかったテーマは１２
テ マ
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テーマ


